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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 1,070 △17.4 △258 ― △262 ― △259 ―

30年3月期第3四半期 1,296 12.2 2 60.4 85 418.5 72 817.1

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　△259百万円 （―％） 30年3月期第3四半期　　72百万円 （817.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 △67.65 ―

30年3月期第3四半期 18.98 18.60

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 2,046 1,209 59.1

30年3月期 2,442 1,515 62.1

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 1,209百万円 30年3月期 1,515百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年3月期 ― 0.00 ―

31年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,869 △6.8 1 △99.5 0 △100.0 △33 ― △8.61

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 0 社 （社名） 、 除外 0 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 3,882,000 株 30年3月期 3,879,600 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 45,247 株 30年3月期 12,247 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 3,840,169 株 30年3月期3Q 3,832,870 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日銀による金融政策等を背景に企業収

益や雇用環境に改善が見られ、全体として緩やかな回復基調にて推移いたしました。

現在の学校教育を取り巻く環境の変化としては、2020年度より実施される新たな「学習指導要領」の公表及び

教育政策「第3期教育振興基本計画」（計画期間2018～2022年度）の公表が挙げられます。これらに基づき、情報

活用能力の育成、授業の改善及び教職員の業務改善を実現するためのICT環境の整備が進行しております。

このような市場動向のもと、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、次のとおりとなりま

した。高校・大学市場では、教材提供クラウドサービス分野製品及び運用管理システム分野製品が前年同期比で

増加した一方で、粗利率の低いハードウエアの仕入販売を抑制した結果、高校・大学市場における受注額は前年

同期比で減少となりました。小学校・中学校市場における受注額は、授業支援分野製品及び教材提供分野製品が

前年並みに推移したことに加え、無害化製品が寄与し、前年同期比で増加しました。これにより、高校・大学市

場と小学校・中学校市場の受注金額構成比は66%：34%となりました。また、学校教育以外の市場においても無害

化製品の受注が増加しました。

しかしながら、国内の受注案件に占める複数年契約の比率が前年同期より高まった影響から、会計上の売上高

に計上される金額が前年同期より92,000千円減少しました。なお、当該受注分は前受金に計上されており、今後

契約期間に応じて売上高に按分計上されてまいります。さらに、海外における講義支援システムの販売が低調で

あったため、前年同期比で42,243千円減少しました。これらを要因として、売上高は1,070,733千円（前年同期比

225,352千円減）となりました。また、製品開発の推進によって製品製造原価が前年同期比で増加したことで、営

業損失258,636千円（前年同期は営業利益2,791千円）となりました。持分法による投資損失1,906千円（前年同期

は持分法による投資利益63,932千円）を計上したことから、経常損失は262,118千円（前年同期は経常利益85,406

千円）となりました。さらに、小学校・中学校市場向けに展開している授業・学習支援システム 「らくらく先生

シリーズ」について販売状況等を基にソフトウエア資産計上額の厳格な評価を行い、減損損失89,659千円を計上

した結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は259,781千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益

72,749千円）となりました。

　なお、当社グループの業績の特性として、第２四半期及び第４四半期において、売上高及び営業利益が偏重す

る傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産の額は、2,046,898千円（前連結会計年度末は2,442,192千円）とな

り、395,293千円減少しました。これは主に、売掛金の減少435,322千円によるものです。

負債の額は、837,714千円（前連結会計年度末は926,301千円）となり、88,587千円減少しました。これは主に、

前受金の増加119,209千円の一方で、買掛金の減少88,796千円及び長期借入金の減少55,896千円によるものです。

純資産の額は、1,209,183千円となり（前連結会計年度末は1,515,890千円）となり、306,706千円減少しまし

た。これは主に利益剰余金の減少259,781千円及び自己株式の増加47,606千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成30年11月12日付「平成31年３月期 第２四半期決算短信」において公表いたしま

した通期の業績予想から修正は行っておりません。

なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によ

って、予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 607,264 607,748

売掛金 653,425 218,103

有価証券 270 －

商品 38,570 68,987

貯蔵品 2,518 872

その他 164,588 160,473

流動資産合計 1,466,637 1,056,185

固定資産

有形固定資産 20,373 19,119

無形固定資産

ソフトウエア 267,450 218,175

のれん 164,737 151,130

その他 152,778 117,582

無形固定資産合計 584,966 486,888

投資その他の資産

関係会社株式 236,544 241,752

その他 133,670 242,951

投資その他の資産合計 370,215 484,704

固定資産合計 975,554 990,712

資産合計 2,442,192 2,046,898
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 117,202 28,406

短期借入金 12,400 12,204

未払法人税等 29,990 12,656

前受金 480,723 599,933

賞与引当金 34,468 18,390

役員賞与引当金 2,292 1,886

その他 97,918 67,561

流動負債合計 774,995 741,039

固定負債

長期借入金 81,064 25,167

退職給付に係る負債 24,873 26,632

役員退職慰労引当金 40,300 44,875

その他 5,068 －

固定負債合計 151,305 96,674

負債合計 926,301 837,714

純資産の部

株主資本

資本金 329,785 330,126

資本剰余金 119,099 119,440

利益剰余金 1,087,077 827,296

自己株式 △20,071 △67,678

株主資本合計 1,515,890 1,209,183

純資産合計 1,515,890 1,209,183

負債純資産合計 2,442,192 2,046,898
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 1,296,085 1,070,733

売上原価 635,408 623,008

売上総利益 660,677 447,725

販売費及び一般管理費 657,886 706,362

営業利益又は営業損失（△） 2,791 △258,636

営業外収益

受取利息 11 322

受取配当金 1,042 609

持分法による投資利益 63,932 －

保険解約返戻金 3 －

その他 18,329 578

営業外収益合計 83,319 1,511

営業外費用

支払利息 589 1,329

持分法による投資損失 － 1,906

為替差損 － 1,498

その他 115 258

営業外費用合計 704 4,993

経常利益又は経常損失（△） 85,406 △262,118

特別損失

減損損失 － 89,659

固定資産除却損 0 －

事務所移転費用 4,120 805

その他 － 1,781

特別損失合計 4,120 92,246

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

81,285 △354,365

法人税等 8,535 △94,583

四半期純利益又は四半期純損失（△） 72,749 △259,781

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

72,749 △259,781
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 72,749 △259,781

四半期包括利益 72,749 △259,781

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 72,749 △259,781

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

決算短信（宝印刷） 2019年02月13日 16時21分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



チエル株式会社(3933) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。
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